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（左から）後藤誠 課長、松井清 職場長、荒沢知宏 執行役員製造部長、内藤豊 
作業長

ミ
ハ
ル
通
信
の
社
家
工
場

ミハル通信、新たにパラボラアンテナ製造体制を確立
　

ミ
ハ
ル
通
信
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
、
岩
田
春
樹
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、
10
月

か
ら
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
生
産
拠
点
で
あ
る
社
家
工
場
（
神
奈
川
県
海
老
名
市
）

が
本
格
稼
働
し
た
こ
と
か
ら
、
10
月
17
日
に
報
道
関
係
４
社
向
け
に
合
同
取
材
会

を
開
催
し
た
。
ミ
ハ
ル
通
信
は
、
２
０
２
３
年
４
月
に
古
河
電
工
グ
ル
ー
プ
の
旧

古
河
Ｃ
＆
Ｂ
（
Ｆ
Ｃ
Ｂ
）
の
事
業
を
継
承
し
、
新
た
に
放
送
・
無
線
事
業
を
開
始

し
た
。
な
か
で
も
無
線
事
業
の
主
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
に
お

い
て
は
、
新
た
に
背
面
加
工
工
程
を
含
め
た
自
社
生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
た
も
の
。

　
ミ
ハ
ル
通
信
は
、
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
を
は
じ
め
長
尺
可
と

う
導
波
管
「
レ
ク
ト
ガ
イ
ド
」、

矩
形
導
波
管
な
ど
の
マ
イ
ク
ロ

波
製
品
を
取
り
扱
い
し
て
い

る
。
社
家
工
場
で
は
、
主
に
口

径
２
㍍
、
３
㍍
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア

ン
テ
ナ
の
生
産
を
行
っ
て
い

る
。

　
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
安
定
供
給

を
担
う
同
社
は
、
取
引
先
で

あ
っ
た
主
要
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

撤
退
で
不
安
定
化
し
て
い
た
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
製
造
の
内
製

化
を
進
め
、
国
内
で
唯
一
、
マ

イ
ク
ロ
波
固
定
通
信
伝
送
路
部

品
を
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
提

供
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
従

来
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
背

面
構
造
加
工
は
外
注
に
依
存
し

て
い
た
。

　
ま
た
、
自
動
運
転
の
高
度
化

な
ど
に
伴
う
高
速
道
路
へ
の
Ｖ

２
Ｘ
（
Ｖ
ｅ
ｈ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ 

ｔ

ｏ 

Ｘ
）
通
信
導
入
に
伴
う
周

波
数
再
編
で
、
置
換
え
需
要
が

高
ま
る
中
、
市
場
の
変
化
に
迅

速
に
対
応
す
る
考
え
だ
。放
送
・

通
信
業
界
で
は
、
こ
う
し
た
変

化
に
対
応
で
き
る
メ
ー
カ
ー
は

限
ら
れ
て
お
り
、
同
社
の
取
り

組
み
は
市
場
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
も
の
と
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
◇

　
新
設
さ
れ
た
社
家
工
場
の
敷

地
面
積
は
約
８
２
８
立
方
㍍
。

パ
ラ
ボ
ラ
生
産
に
適
し
た
天
井

高
（
約
６
～
７
㍍
）
と
取
り
回

し
環
境
が
特
徴
。
ク
レ
ー
ン
を

設
置
し
て
、
４
ラ
イ
ン
同
時
生

産
が
可
能
で
あ
り
効
率
的
な
製

造
体
制
を
構
築
し
た
。

　
社
家
工
場
で
は
、
直
径
３
㍍

ま
で
の
ア
ル
ミ
絞
り
加
工
品
を

用
い
た
背
面
構
造
の
溶
接
組
立

を
実
施
し
て
い
る
。
生
産
能
力

は
、
月
産
最
大
20
面
程
度
を
想

定
し
て
い
る
。
耐
風
速
基
準
を

満
た
す
強
度
設
計
を
行
い
、
品

質
を
確
保
す
る
。
同
社
は
、
品

質
と
安
全
性
を
最
優
先
に
、
国

内
最
高
水
準
の
技
術
力
で
製
造

を
進
め
る
。

　
パ
ラ
ボ
ラ
の
鏡
面
材
料
は
ア

ル
ミ
の
『
絞
り
加
工
品
』
で
あ

り
、
厚
さ
３
㍉
㍍
程
度
／
最

大
直
径
３
㍍
ま
で
複
数
あ
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
て
絞
り
加

工
は
実
施
し
て
い
る
。
パ
ラ
ボ

ラ
製
造
工
程
で
い
ち
ば
ん
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
ア
ル
ミ

溶
接
だ
と
い
う
。
同
工
場
で
各

部
品
を
溶
接
に
よ
り
組
立
て
て

い
く
。
こ
れ
は
品
質
・
強
度
を

左
右
す
る
た
め
、
熟
練
を
要
す

る
重
要
な
工
程
だ
。
そ
し
て
パ

ラ
ボ
ラ
を
完
成
さ
せ
る
た
め
、

鏡
面
材
料
に
対
し
背
面
構
造
加

工
を
実
施
す
る
。
こ
れ
は
、
鏡

面
を
支
え
る
部
品
を
溶
接
し
強

度
を
確
保
す
る
も
の
で
、
背
面

構
造
の
強
度
設
計
に
よ
り
要
求

さ
れ
る
耐
風
速
基
準
を
満
た
す

こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
最
終
組
立
／
検
査

は
平
塚
事
業
所
で
行
う
。
社

家
工
場
よ
り
搬
出
し
た
も
の

を
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
塗
装

す
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
レ

ド
ー
ム
（
ア
ン
テ
ナ
を
保
護
す

る
樹
脂
製
カ
バ
ー
）
を
製
作
。

同
事
業
所
で
実
施
放
射
器
・
レ

ド
ー
ム
を
取
り
付
け
て
完
成
と

な
る
。
そ
し
て
、
完
成
品
に
て

検
査
を
実
施
し
出
荷
す
る
。

　
　
　
　
　
◇

　
ミ
ハ
ル
通
信
で
は
「
パ
ラ
ボ

ラ
ア
ン
テ
ナ
背
面
構
造
加
工
製

造
体
制
の
確
保
に
よ
り
、放
送
・

無
線
事
業
に
お
け
る
製
品
領
域

の
幅
を
広
げ
、
受
注
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。
２
０
２
３
年
の
古

河
Ｃ
＆
Ｂ
か
ら
の
事
業
継
承
、

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
製
造
工
程

の
拡
充
と
体
制
強
化
を
行
っ
て

い
る
も
の
の
放
送
・
無
線
業
界

に
お
い
て
、
ミ
ハ
ル
通
信
の
名

前
が
浸
透
し
て
い
な
い
状
況
で

す
。
今
回
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ

ナ
製
造
工
程
の
拡
充
だ
け
で
な

く
、
導
波
管
・
レ
ク
ト
ガ
イ
ド

製
品
を
含
め
た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
提
供
で
き
る
こ
と
を
認
知
し

て
も
ら
え
る
よ
う
営
業
活
動
を

展
開
し
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

　
　

社
家
工
場
を
新
設
、
熟
練
の
ア
ル
ミ
溶
接
技
術
を
継
承

　
　
　
　

マ
イ
ク
ロ
波
固
定
通
信
伝
送
路
部
品
を
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
提
供

　
合
同
取
材
会
で
荒
沢
知
宏
執

行
役
員
製
造
部
長
ら
が
会
見
し

た
。

　
一
問
一
答
は
次
の
通
り
。

　
―
―
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
生

産
を
本
格
稼
動
し
た
理
由
は
何

で
す
か

　「
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
に
本

社
が
あ
っ
た
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ

ナ
生
産
の
古
参
企
業
が
今
年
３

月
に
完
全
に
廃
業
し
ま
し
た
。

口
径
２
㍍
以
上
の
大
型
パ
ラ
ボ

ラ
ア
ン
テ
ナ
を
は
じ
め
、
各
種

ア
ル
ミ
製
品
を
製
造
し
て
い
ま

し
た
。
同
社
の
廃
業
は
業
界
を

揺
る
が
し
か
ね
な
い
危
機
的
状

況
で
し
た
。
当
社
は
、
旧
Ｆ
Ｃ

Ｂ
で
展
開
し
て
い
た
放
送
無
線

ア
ン
テ
ナ
も
こ
の
企
業
に
製
造

を
依
頼
し
て
お
り
、
弊
社
放
送

無
線
事
業
の
継
続
だ
け
で
な

く
、
放
送
・
通
信
イ
ン
フ
ラ
に

㊤
㊨
工
場
内
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
製
造
過
程

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
材
料

寄
与
す
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

の
安
定
供
給
を
確
保
す
べ
く
今

回
の
新
工
場
稼
動
と
な
り
ま
し

た
」

　
―
―
パ
ラ
ボ
ラ
の
背
面
加
工

に
は
熟
練
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要

と
聞
き
ま
し
た
。
　

　「
そ
の
通
り
で
す
。
そ
の
た

め
、
当
社
は
廃
業
し
た
企
業
に

在
籍
し
て
い
た
社
員
を
迎
え
入

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ア
ル
ミ

の
溶
接
技
術
で
熟
練
し
た
技
術

を
お
持
ち
で
す
。
そ
う
し
た
こ

と
で
、
我
々
の
放
送
や
無
線
の

事
業
が
そ
の
ま
ま
継
続
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
技
術
を
継
承
し
若
手
の
育

成
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」

　
―
―
機
械
で
は
で
き
な
い
人

の
技
術
が
製
品
作
り
に
役
立
っ

て
い
る
の
で
す
ね

　「
強
調
し
た
い
の
は
パ
ラ
ボ

ラ
ア
ン
テ
ナ
は
単
な
る
機
械
生

産
で
は
な
く
、
ま
さ
に
技
術
の

塊
の
よ
う
な
製
品
に
な
り
ま
す

の
で
、
や
は
り
機
械
で
は
で
き

な
い
部
分
が
多

数
あ
り
ま
す
。

設
備
は
最
低
限

の
動
力
で
、
溶

接
機
が
あ
れ
ば

あ
と
は
人
間
の

手
で
作
り
あ
げ

て
い
き
ま
す
。

ア
ル
ミ
溶
接
は

鋼
材
よ
り
困
難

と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
新

た
に
社
家
工
場

に
迎
え
入
れ
た

従
業
員
の
皆
さ

ん
は
10
年
以
上

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン

テ
ナ
の
生
産
に

携
わ
っ
て
き
た

熟
練
工
の
方
々

ば
か
り
で
す
。
こ
の
メ
ン
バ
ー

が
揃
っ
て
初
め
て
成
果
が
出
る

も
の
で
、
今
回
の
本
格
稼
動
に

つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　
◇
デ
ジ
タ
ル
放
送
用
Ｓ
Ｔ
Ｌ

／
Ｔ
Ｔ
Ｌ
通
信
用
パ
ラ
ボ
ラ
ア

ン
テ
ナ
（
対
応
周
波
数
：
Ｃ
バ

ン
ド
帯
、
Ｄ
バ
ン
ド
帯
、
Ｍ
バ

ン
ド
帯
、
Ｎ
バ
ン
ド
帯
、
Ｇ
バ

ン
ド
帯
）

　
同
社
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
の
各
種
放
送
製
品
の
他

に
、
演
奏
所
と
送
信
所
及
び
送

信
所
と
送
信
所
の
無
線
回
線
に

使
用
す
る
高
性
能
な
通
信
用
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
提
供
し
て

い
る
。

　
◇
デ
ジ
タ
ル
多
重
無
線
通
信

（
大
容
量
１
２
８
Ｑ
Ａ
Ｍ
方
式
）

用
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
（
対
応

周
波
数
：
６
・
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
、７
・

５
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
、
12
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
）

　
業
務
用
及
び
公
共
用
の
情
報

通
信
に
使
用
さ
れ
る
自
営
マ
イ

ク
ロ
回
線
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
大
量
の
情
報
伝
送

が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
デ

ジ
タ
ル
無
線
に
使
用
さ
れ
る
高

性
能
な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を

提
供
し
て
い
る
。

　ミハル通信が取り扱っている
　パラボラアンテナ
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